
緯

介

篤
六
篇
、
普
填
厳
器
常
時
に
於
け
る
ビ
ス
マ
ル
ク
の
外
交
に
て
境
を
巾
心
と

す
る
ビ
ス
マ
ル
ク
の
外
交
政
策
を
論
じ
て
偶
る
。
麗
陥
念
的
に
成
り
勝
ち
で
あ

っ
た
翰
近
の
我
が
西
洋
史
畢
界
に
痴
り
蔦
統
な
政
治
史
の
本
藍
的
研
究
に
下

描
さ
れ
た
博
士
の
読
字
に
し
て
軍
際
な
瀬
野
は
、
蔚
の
つ
か
ら
本
書
の
下
聞

に
滲
み
繊
て
居
り
、
篇
を
章
に
章
を
飾
に
分
つ
た
緻
密
な
内
容
糊
次
を
ご
目

し
て
も
、
幽
界
を
以
で
欝
み
上
げ
た
建
築
物
を
思
ば
し
め
る
も
の
が
あ
る
。

ビ
ス
マ
ル
ク
…
代
の
外
交
政
策
を
指
導
せ
る
三
大
方
針
は
實
際
的
政
略
の
鞠

行
と
小
税
逸
主
義
の
建
成
の
魚
燈
に
あ
り
と
す
る
結
論
は
、
一
見
弔
凡
調
帯

の
如
く
患
は
れ
る
が
、
此
の
結
論
に
領
す
る
爲
、
七
百
頁
に
棄
ん
と
す
る
野

鴨
な
本
書
を
埋
め
青
く
し
て
根
本
史
料
に
即
し
つ
、
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
の
橡

対
推
究
を
加
へ
て
剰
す
所
の
な
い
博
士
の
研
究
方
法
は
、
史
學
研
究
の
本
馬
…

を
明
謝
し
て
後
携
へ
の
こ
よ
な
き
指
針
と
な
る
で
あ
ら
う
と
共
に
、
他
颪
に

む
い
て
本
番
が
、
圓
山
外
糞
に
識
す
る
理
解
の
極
め
て
乏
し
い
我
侭
朝
野
の

嶽
を
啓
く
に
役
立
つ
礁
多
大
な
る
を
信
じ
、
一
般
人
士
の
熟
讃
を
希
求
し
て

認
ま
な
い
次
窮
で
あ
る
。
（
大
八
洲
出
…
版
株
式
會
瀧
　
難
行
　
定
事
試
拾
滲
圓
）

（、

投
竢
�
v
）

啓
蒙
史
墨
・
の
耕
究
第
一
部
概
論
篇
雫
代
田
　
　
譲
著

　
さ
き
に
『
嗣
洋
幾
世
焚
二
二
序
説
』
を
公
刊
さ
れ
九
廣
焦
四
文
理
科
大
摯
の

千
代
繊
博
士
は
、
そ
の
後
職
時
中
を
通
じ
依
然
獄
々
と
し
て
眞
露
な
雛
術
三

二
鐘
を
繕
　
け
ら
れ
、
為
’
研
そ
の
縛
澱
桶
た
る
啓
象
期
の
史
雛
に
闘
…
す
る
副
署
を

鞭
蓑
さ
れ
ぬ
。
職
時
二
世
を
風
聴
し
鷺
曲
學
阿
世
の
大
勢
に
も
拘
ら
す
、
厳

然
と
し
て
霞
已
の
繋
釣
無
識
を
遽
行
さ
れ
た
博
士
の
態
度
こ
そ
、
ま
さ
に
そ

第
一
塊
＋
巻
　
第
醗
號

七
瓢

の
孟
春
的
潜
心
の
純
潔
性
を
示
す
も
の
で
あ
b
、
そ
の
戚
果
が
｝
千
穰
に
近

い
大
鳥
と
し
て
公
刊
さ
れ
本
邦
術
洋
史
學
史
研
究
上
、
　
…
大
記
念
碑
の
樹
立

を
み
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、
誠
に
了
然
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
千
代
田
書
士
は
本
盗
の
第
一
篇
（
緒
論
）
に
お
い
て
先
づ
量
感
災
攣
の
研
究

に
面
す
る
根
本
的
な
立
場
を
萌
に
さ
れ
る
。
邸
ち
幽
門
の
十
九
世
紀
的
立
場

に
…
關
し
て
芳
志
反
省
を
加
へ
、
又
、
罪
囚
・
史
を
精
解
史
的
立
場
よ
り
考
察
す

べ
き
こ
と
を
強
調
さ
れ
る
。
次
い
で
啓
蒙
襲
撃
と
”
啓
蒙
∴
・
災
墨
一
と
の
二
三
を

英
、
佛
、
猫
昏
醒
の
特
殊
性
を
中
心
に
毒
悪
…
し
つ
、
諭
ぜ
ら
れ
、
　
「
か
く
の

如
く
、
時
代
的
圃
斑
的
特
色
を
算
す
る
も
の
と
し
て
啓
蒙
史
墨
思
想
は
了
解

せ
ら
れ
る
と
共
に
、
昏
奥
酌
思
想
に
領
導
化
せ
ら
れ
た
る
側
人
酌
、
ま
た
各

各
の
階
・
麗
的
な
る
特
芭
が
錯
綜
し
て
、
無
…
眼
多
様
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
浮
か
べ

る
。
啓
隷
史
學
の
共
通
酌
・
類
似
的
性
絡
と
、
個
別
的
。
相
異
宗
風
衆
と
を

頬
を
惟
れ
ず
、
い
さ
さ
か
漸
騰
験
酌
に
瞭
衛
せ
ん
」
と
試
み
ら
れ
る
の
が
本

書
の
虫
段
標
な
の
で
あ
る
。

　
以
下
薄
士
は
錦
二
篇
（
佛
蘭
菌
啓
籏
史
畢
）
に
払
初
い
て
は
ッ
す
ル
テ
ー
ル
を

中
心
に
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ウ
、
術
科
全
霞
家
、
テ
ユ
ル
ゴ
i
、
〃
ソ
！
、
レ
イ

ナ
ー
ル
、
ヴ
ォ
ル
ネ
イ
、
コ
ン
ド
〃
セ
ー
鱗
y
に
つ
い
て
、
佛
｝
蘭
書
に
お
け
る

瞥
藤
一
一
の
主
潮
を
あ
と
づ
け
ら
れ
、
第
ヨ
篇
（
英
國
啓
蒙
史
蘂
）
で
は
ヒ
ュ

ー
ム
を
⊥
甲
ひ
に
、
ボ
ー
リ
ソ
グ
プ
ロ
ー
ク
、
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
、
フ
ァ
ー
ガ
ソ

ン
、
ギ
ボ
ン
等
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
、
鯖
四
篇
（
獅
逸
啓
蒙
史
學
）
に
あ
っ
て

は
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
瓢
靴
の
史
學
を
遠
望
し
つ
＼
、
イ
ぜ
ー
リ
ン
、
ウ
エ
ー

ゲ
リ
ン
、
宥
ン
ケ
ル
雌
ン
、
・
ー
ゼ
ル
、
ヘ
ル
ヂ
ル
等
じ
論
及
、
讐
れ
ぞ
。

　
か
く
佛
英
猫
の
昏
啓
蒙
史
學
に
つ
い
て
、
精
密
に
黙
黙
さ
れ
た
後
、
魏
五
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篇
（
約
論
）
に
於
い
て
こ
の
概
論
の
叢
論
を
行
ひ
つ
、
、
來
る
べ
き
箆
二
部
、

選曲

ｿ
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
奥
蘭
攣
を
中
心
｝
と
一
等
る
特
川
岸
へ
の
思
遣
や
・
指
鶯
欺
さ
れ
る
。

　
こ
の
浩
瀦
…
な
る
大
著
、
極
め
て
特
色
あ
る
博
士
の
交
雛
を
前
に
し
て
は
、

遊
覧
聴
力
の
筆
者
と
し
て
は
、
金
く
国
次
的
紹
介
し
か
な
し
鴛
な
い
愚
を
締

す
み
の
み
で
あ
る
、
こ
の
鮎
著
者
並
に
讃
者
に
饗
し
て
心
か
ら
潔
謝
せ
ね
ば

な
ら
な
い
。
に
も
拘
ら
す
、
厚
顔
に
為
紹
介
の
頁
を
汚
す
所
以
の
も
の
は
、

全
く
、
署
渚
の
墨
守
な
蘂
者
的
良
心
と
そ
の
成
果
と
を
、
温
く
世
に
公
に
せ
．

ん
と
の
微
意
よ
り
繊
た
も
の
で
あ
る
。
聞
く
所
に
よ
れ
ば
、
本
樽
第
二
部
の

原
稿
は
職
質
の
た
め
荻
燈
に
齢
し
た
由
、
誠
に
遺
憾
に
た
へ
な
い
。
然
し
、

博
士
の
熱
烈
な
る
學
問
的
情
熱
が
、
恐
ら
く
、
碍
な
ら
す
し
て
、
不
死
の
、
ミ

ネ
〃
ヴ
の
如
く
、
茨
盤
の
中
よ
り
野
生
せ
し
め
ら
れ
る
で
あ
ら
う
こ
と
を
期

待
す
る
の
は
、
筆
融
着
の
み
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。
　
（
昭
利
二
十
年
二
月
、
一
二

雀
堂
　
定
償
拾
八
圓
）
。
（
箭
川
貞
次
郎
）

爲
　
本
　
群
島

小
川
　
琢
治
著

　
今
や
日
本
は
未
曾
膚
の
職
敗
の
悲
滲
さ
の
中
に
喘
ぎ
敗
戦
．
の
痛
苦
を
し
み

ぐ
と
陳
っ
て
み
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
顧
る
な
ら
ば
我
に
は
敗
る
べ
く
し

て
敗
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
敗
…
職
の
．
際
因
に
も
樋
々
な
も
の
が
…
数
へ
ら
れ

て
る
る
が
…
審
に
し
て
之
を
云
へ
ば
、
矢
張
り
彼
を
知
ら
す
、
己
を
知
ら
な

か
っ
た
凄
に
落
蒲
く
で
あ
ら
う
。
果
し
て
然
ら
ば
、
皇
麟
再
建
の
た
め
に
は

廣
く
外
に
通
じ
、
深
く
内
に
省
み
な
け
を
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
れ
一
地
理

墨
跡
野
攻
の
徒
に
し
て
も
新
し
い
瞑
を
以
て
臨
く
諸
翻
の
、
裏
日
本
の
壇
理
を

産
室
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
か
か
る
意
昧
に
於
て
私
は
本
搬

紹

介

を
締
…
く
機
魯
を
興
へ
ら
れ
た
蹴
7
を
裟
心
讐
ぶ
も
の
で
あ
る
σ

　
本
隊
は
故
小
川
琢
冶
博
士
の
溝
稿
繋
と
で
も
云
ふ
べ
く
、
叢
部
か
ら
成
り

立
っ
て
る
る
。
第
一
部
は
纏
論
で
、
序
説
と
地
理
帥
位
羅
、
近
海
、
領
土
、
瀬

爆
、
地
勢
の
五
章
に
分
た
れ
る
が
、
之
は
博
士
が
昭
和
二
、
三
年
の
頃
に
撃

墜
を
企
て
ら
れ
た
地
理
箪
叢
欝
の
第
…
甕
H
本
群
島
』
と
し
て
執
筆
さ
れ
た

も
の
の
草
稿
で
、
本
來
は
他
に
氣
候
、
黒
物
、
住
畏
、
交
通
、
灌
業
、
都
愚

を
加
へ
て
完
結
さ
れ
る
筈
の
も
の
だ
っ
た
田
で
あ
る
。
令
息
茂
樹
氏
の
序
に

依
れ
ば
、
こ
の
地
理
簗
急
結
は
鴬
欝
の
世
界
情
勢
に
鋤
博
す
べ
く
「
世
界
に

於
け
る
帝
國
の
猟
概
に
つ
い
て
正
確
な
地
理
的
知
識
を
園
斑
に
與
へ
、
そ
の

上
に
國
家
擬
年
の
長
計
を
樹
立
さ
れ
ん
劉
．
」
と
を
念
願
」
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

て
、
日
本
の
地
理
酌
長
所
と
共
に
短
膀
を
域
は
尊
像
と
比
較
封
照
し
、
或
は

歴
史
に
照
合
し
て
大
筒
か
ら
李
易
に
解
明
さ
れ
て
贋
b
、
今
更
に
派
唆
さ
れ

る
駈
が
紗
く
な
い
。
窮
＝
部
は
方
志
で
あ
っ
て
、
十
晶
章
に
精
分
さ
れ
た
地

域
と
結
論
と
か
ら
な
り
、
實
質
的
に
は
先
の
『
月
本
群
島
』
の
綴
編
と
見
ら
れ

る
、
昭
和
臨
年
秋
よ
り
刊
行
さ
れ
た
新
光
勲
の
『
日
本
地
理
風
俗
大
系
』
へ
の

寄
稿
を
主
と
し
て
騰
り
、
云
は
ば
我
が
國
地
誌
の
通
俗
化
に
食
事
が
あ
る
と

い
へ
よ
う
。
然
し
乍
ら
、
交
字
通
b
博
士
の
導
門
巾
の
専
門
蟻
項
に
つ
い
て
の

軸猶

ﾊ
な
る
故
、
本
意
L
甲
で
甲
直
な
う
㌦
ち
に
も
最
も
一
重
み
ご
た
へ
の
あ
る
部
門

で
、
就
中
、
戦
畢
堰
理
學
、
刀
創
地
理
藥
上
か
ら
の
濃
察
激
逮
は
全
く
興
昧

深
い
も
の
が
み
る
。
蕾
む
ら
く
は
寄
稿
論
文
の
集
成
と
い
ふ
盤
質
上
、
地
誌

が
昏
地
域
に
よ
っ
て
項
目
を
異
に
し
今
一
つ
綱
羅
統
一
さ
れ
て
る
な
い
憾
み

が
あ
り
、
又
樺
太
、
墜
灘
、
朝
鮮
の
各
章
に
讃
み
及
ん
で
は
う
た
た
感
慨
深

き
も
の
を
麗
え
る
。
錦
三
都
は
欝
本
群
島
と
題
さ
れ
、
之
は
漸
漸
四
土
照
年

第
…
慨
十
巻
　
勢
四
號
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